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【平成２５年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、生体による機能性食品因子の感知システムをケミカルバイオロジー的な手法を駆使するこ

とによって解明することを目指すものであり、4 つの研究目標から成っている。 
①機能性食品因子の感知メカニズムに関しては、EGCG とそのレセプターである 67LR との相互作用

様式並びにその下流における情報伝達様式を詳細に解析すると共に、EGCG によるがん細胞致死作用等

との関連を解明した。また、ダイズイソフラボン、共役リノール酸等についても同様の観点からの解析

を行った。②機能性食品因子の生体内イメージイング及び③メタボロミクスに関しては、蛍光標識

EGCG と MALDI-MSI を用いることにより、作用部位における EGCG 並びに代謝産物の検出に成功し

ている。④機能性食品因子感知システムの分子疫学的検証に関しては、生体パラメータおよび標的遺伝

子を設定し、介入試験やコホート研究を実施するための準備を完了しており、研究期間内に初期の目標

を達成することが期待される。 


